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いっぱい使ってください!!いっぱい使ってください!!
中新田小学校児童会より車イス贈られる

（関連記事は６ページに掲載）
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　このコンクールは、加美町内の小中学校の児童生徒及びこども園・幼稚園・保育所の年長児を
対象に、社会福祉に対する関心を深め、福祉の心（おもいやり・たすけあい・ささえあい）の精
神と社会連帯の意識の高揚を目的に実施しています。
　今年度は作文81点（小学生の部25点、中学生の部56点）、ポスター 171点（小学生の部63点、
中学生の部９点、幼児の部99点）の応募があり、審査会（審査員長：早坂教育長、委員８名）の
厳正なる審査を経て、下記のとおり入選作品が選出されました。なお、福祉作文と福祉ポスター
の最優秀賞作品を紹介します。

（敬称略）

福祉作文（小学生の部）　★最優秀賞　工藤　海翔（鳴瀬小学校３年）
★優秀賞　髙橋　果恋（中新田小６年）　　　★優秀賞　菅原　　朔（中新田小３年）

★優秀賞　板垣　虹羽（賀美石小４年）

★佳　作　尾形　乃羽（賀美石小１年）　　　★佳　作　佐藤　　響（賀美石小４年）

　　　　　（中学生の部）　★最優秀賞　該当作品なし
★優秀賞　北本　瀬菜（小野田中２年）　　　★優秀賞　太田優里亜（宮崎中３年）

★優秀賞　佐々木望花（宮崎中２年）

★佳　作　板垣　璃子（小野田中１年）　　　★佳　作　栁沢　来美（宮崎中３年）

福祉ポスター（小学生の部）　★最優秀賞　佐々木健太（中新田小学校３年）
★優秀賞　早坂　光翔（西小野田小４年）　　★優秀賞　伊藤　彩花（中新田小６年）

★佳　作　堀籠　旭陽（中新田小１年）　　　★佳　作　佐々木　凪（中新田小２年）

★佳　作　半澤　美礼（中新田小６年）

　　　　　　　（中学生の部）　★最優秀賞　後藤　未来（宮崎中学校３年）
★優秀賞　一條那菜美（小野田中１年）　　　★優秀賞　早坂　優海（宮崎中１年）

★佳　作　青木　舞桜（小野田中２年）　　　★佳　作　小松真奈美（小野田中３年）

　　　　　　　（幼児の部）　★最優秀賞　太田　雅宏（中新田幼稚園なかよしこども園）
★優秀賞　伊藤　　庵（小鳩幼稚園）　　　　★優秀賞　鎌田　陽愛（中新田幼稚園なかよしこども園）

★佳　作　佐藤　真翔（中新田幼稚園なかよしこども園）　★佳　作　田村　歩愛（中新田幼稚園なかよしこども園）

★佳　作　伊藤　　翼（中新田幼稚園なかよしこども園）　★佳　作　伊藤　　晴（中新田幼稚園なかよしこども園）

★加美町共同募金委員会会長賞　　　　　　　★加美町共同募金委員会会長賞　

　　　　　高橋悠絆希（中新田保育所）　　　　　　　　髙島　隼太（中新田保育所）

第17回福祉作文・ポスターコンクール入賞者第17回福祉作文・ポスターコンクール入賞者第17回福祉作文・ポスターコンクール入賞者
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　社会福祉協議会では、高齢者等の生活支援事業として、今年も除雪サービスを実施します。これは、
在宅の一人暮らしまたは二人暮らし高齢者世帯の方で、かつ要支援以上または身体障害者手帳保持
者がいる世帯に対し、除雪を行うことで、在宅で自立した生活を継続できるよう支援するものです。
利用を希望される方は、社協事務局にてご相談ください。
【対 象 者】おおむね70歳以上の一人暮らし、または二人暮らし高齢者世帯の方で、かつ要支援以

上の介護認定を受けている、または身体障害者手帳保持者がいる町県民税非課税世帯の
方。

【事業内容】作業は、加美町シルバー人材センターに委託して行われます。
　　　　　　おおむね10センチ以上の積雪があった時に、利用者からの電話等による依頼に応じて、

担当会員が出向いて除雪作業を行います。作業は原則手作業で行い、除雪用の機械等は
使用いたしません。

【除雪範囲】自宅の玄関周りや敷地外への通路、石油タンクやガス周りなどの、生活上除雪が必要な
場所に限られます。（屋根の雪下ろしや庭などは不可）

【利用料金】１回あたり200円（１ケ月分をまとめて翌月に請求いたします。）
　　　　　　なお、通常、除雪作業に必要な経費は１回当たり1,400円となっており、うち1,200円

を社会福祉協議会が負担しています。
【利用申請】各地区の社協事務局にて申請書を受け取り、必要事項をもれなくご記入の上、町県民税

が非課税であることを証明する書類（非課税証明書等）を添付してください。
　　　　　　（なお、ご自分で役場等に出向き、非課税証明書を取得することが困難な場合は、委任

状に記入いただき、発行手数料の200円を添えて申し込みいただければ、社協で代行取
得することもできます。）

※なお、土地の状況（敷地が広範囲で手作業が困難、積雪量が多く機械が必要である等）や、お住
まいの地区にシルバー人材センターの作業可能な会員がいない等の理由で、ご希望に添えないこ
ともあります。ご了承ください。

　社会福祉協議会では、高齢者等の生活支援事業として、今年も除雪サービスを
在宅の一人暮らしまたは二人暮らし高齢者世帯の方で、かつ要支援以上または
者がいる世帯に対し 除雪を行うことで 在宅で自立した生活を継続できるよう

高齢者等生活支援事業
（除雪サービス）のお知らせ
高齢者等生活支援事業
（除雪サービス）のお知らせ

令和元年度社協会費納入御礼
～ご協力ありがとうございました～

　今年度も町内各世帯より、当会の福祉事業の趣旨
にご賛同いただき、社協会費を納入くださいました
こと、誠にありがとうございました。
　また、地区推進員である行政区長の方々をはじめ、
会費の受領を担当していただきました福祉活動推進
員（班長）の皆様にも、心より御礼を申し上げます。
　皆様から頂いた会費をもとに、今後も地域福祉事
業のさらなる充実を図ってまいります。今後ともど
うぞよろしくお願いいたします。

▲皆さんの会費が地域を元気に！(一人暮らし高齢者の集い)
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　10月９日、中新田小学校杉の子児童会様より車イスを１台ご寄贈いただきました。この車イスは、
同校児童会として子どもたちが約３年に渡り少しずつ集めたプルタブをこのたび換金して購入され
たもので、当日は福祉委員会の児童の皆さんから本会鈴木会長へ贈呈されました。同校児童会は以
前からプルタブの回収を熱心に行っており、本会への車イスの寄贈は今回で６台目となりました。
　この車イスは、ケガや病気などで車イスを必要とする町民の皆様への貸し出しの他、小・中学校
等での福祉体験学習、町内でのイベント等で活用されます。貸し出しを希望される方は各地区福祉
サービスセンターまでお問合せください。
　子どもたちの善意と福祉への想いがたくさん詰まった車イス、大切に使わせていただきます。中
新田小学校の皆さん、大変ありがとうございました!!

子どもたちの『善意』の結晶 !!
中新田小学校・杉の子児童会より車イス寄贈

かみまちボランティアセンター通信 vol.27
加美町ボランティアセンター
電話：0229－63－2547
FAX：0229－63－2898
mail：kamisyakyo@vega.ocn.ne.jp

▲ご協力ありがとう！（中新田地区街頭募金より）

　共同募金運動につきましては、多くの皆様か
らご協力を賜りまして、厚く御礼申し上げます。
　今年も10月１日より12月31日まで、赤い羽
根共同募金運動が全国一斉に展開されていま
す。皆様からいただきました募金は、宮城県
共同募金会を通じて、地域の社会福祉推進の
ために様々な形で役立てられます。
　また、12月１日から12月31日まで、全国各
地で歳末たすけあい募金運動が実施されます。
こちらの募金は、町内在住の一人暮らし高齢
者の方を対象とした『歳末ふれあいあったか
弁当配布事業』に全額有効活用させていただ
きます。皆様のご協力をお願いいたします。

　８月24日、24時間テレビチャリティ募金活
動を行いました。今年もイオンスーパーセン
ター加美店の協力のもと、中新田高等学校の
生徒21名、一般ボランティア２名の計23名の
皆さんに活動いただき、募金総額は54,785円
となりました。
　今回も集まった募金は㈱宮城テレビ放送を
通じて、福祉・環境・災害援助等に活用され
ます。今年も大変多くの皆様にご協力いただ
きまして、まことにありがとうございました。

▲中高生の若い力が今年も活躍!!

赤い羽根共同募金、
歳末たすけあい募金に
　ご協力をお願いいたします

「人」と「人」との繋がりが、
地域を救う

24時間テレビチャリティ募金活動報告
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　宮城県共同募金会と加美町社会福祉協議会（加美町共同募金委員会）では、県内各地で甚大な被
害が出ている標記の災害に対しまして、下記のとおり義援金の募集を行っています。皆様のご協力
をお願いいたします。

１．趣　　旨
令和元年台風19号に伴う災害により多数の方が生命または身体に危害を受け、又は受けるおそれ
が生じることから、宮城県全域14市20町１村にも災害救助法が発令されました。この災害により
被災された方々を支援することを目的に、義援金の募集を実施しています。

２．募集期間
　令和２年３月31日㈫まで

３．義援金の配分
宮城県共同募金会でお預かりした義援金は宮城県へ拠出し、宮城県が設置する義援金配分委員会
（宮城県、宮城県共同募金会、日本赤十字社宮城支部等で構成）で決定される災害義援金配分委員
会において取りまとめられ、配分基準に基づき各市町村を通じて被災者に配分されます。

４．受入窓口
　加美町社会福祉協議会本部、または各福祉サービスセンターまで直接ご持参ください。
　　社会福祉法人加美町社会福祉協議会
　　　本　部　　　　　　　　　　　（中新田福祉センター内）　TEL６３－２５４７
　　　小野田福祉サービスセンター（小野田福祉センター内）　TEL６７－７１７７
　　　宮崎福祉サービスセンター　　（宮崎福祉センター内）　　TEL６８－２１０５
※なお、宮城県共同募金会に直接振込みをする場合は、金融機関窓口を通じて下記の受入口座ま
でお願いいたします。

　◆七十七銀行県庁支店　　口座番号：普通預金　５０１２２３０
　　口座名義：宮城県共同募金会　令和元年台風19号災害義援金　会長　本木　隆
　　※七十七銀行窓口からの振込手数料は無料となります。
５．税制上の取扱いと領収書の発行について
この義援金は税制上優遇措置適用対象となります。個人で振込をされる方は、金融機関で受け取
る受領証が税制優遇措置を受ける証明となります。また、領収書を希望される方は加美町社協本
部までご連絡ください。

「令和元年台風１９号災害義援金」募集

　日常生活で心配ごと、困りごとはありません
か？お気軽にご相談ください。
★時間：午前10時～正午
★場所：中新田公民館・第一相談室（１階）

※予約の必要はありません。相談を希望される
方は、開設日に直接会場へお越しください。
　なお、昨年度より開設時間や場所が変更と
なっておりますので、ご確認願います。

生活相談所開設

開設日
11月21日
12月19日
 1 月16日

佐藤千鶴子
大崎　吉男
今野　　攻

村山　亮子
澤口　　信
早坂　彰彦

相　談　員

寄　付　金

物 品 寄 付

温かい善意ありがとうございます
（令和元年７月13日～令和元年10月11日）

★特定非営利活動法人大崎タイムス福祉部　様

　あおぞらへ指定寄付金　　　　　　20,000円

　クローバーハウスへ指定寄付金　　20,000円

★畠　山　義　信　様（東鹿原）　　100,000円

★匿　　名　　様　　　　　　　   100,000円

★富士美流　寿々梢扇　様　　　　　10,000円

★岩淵　淳　様（上町）　　　　　　100,000円

 

★加美商工会女性部　部長　斎藤せい子　様

　  ………… タオル、おしぼり、石鹸、洗剤等

★匿　　名　　様 ………………… 白米30キロ

　⇒宮崎デイサービスセンターへ

★中新田小学校杉の子児童会　様 … 車イス１台
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介護職員等『社協スタッフ』大募集!!介護職員等『社協スタッフ』大募集!!介護職員等『社協スタッフ』大募集!!

①小野田西部デイサービスセンター
　（加美町字田中浦56番地）
【募集人員】介護員　１名
【勤 務 日】月～土曜日（シフト制、週休２日）
【勤務時間】8:30～17:15
【賃　　金】資格無　時給860円
　　　　　　資格有　時給950～1,030円
　　　　　　通勤手当、賞与
【福利厚生】社会保険・雇用保険加入
【資　　格】満65歳未満、要普通運転免許、介

護福祉士又は介護職員初任者研修
課程、ヘルパー１級・２級

　　　　　　※介護資格無しでも応募可

②宮崎デイサービスセンター
　（加美町宮崎字屋敷七番45番地１）
【募集人員】調理員　１名
【勤 務 日】月～土曜日（シフト制、週休２日）
【勤務時間】8:30～16:30
【賃　　金】資格無　時給870円
　　　　　　資格有　時給910円
　　　　　　通勤手当、賞与
【福利厚生】社会保険・雇用保険加入
【資　　格】満65歳未満、要普通運転免許

③加美町社協ヘルパーステーション
　（加美町字北寺宿41番地３）
【募集人員】ホームヘルパー　若干名
　　　　　　（フルタイム、短時間）
【勤 務 日】日～土曜日（勤務シフトによる）
【勤務時間】フルタイム：週38時間45分以内
　　　　　　短時間：週19時間以内
　　　　　　※週勤務時間は要相談
【賃　　金】時給950～1,030円
　　　　　　通勤手当、賞与
【福利厚生】フルタイム：社会保険、雇用保険加入
【資　　格】満65歳未満、要普通運転免許、介

護福祉士又は介護職員初任者研修
課程、ヘルパー１級・２級

④加美町社協ケアサポートセンター
　（加美町字大門110番地１）
【募集人員】介護支援専門員　１名
【勤 務 日】月～金曜日
【勤務時間】8:30～17:15
　　　　　　週38時間45分以内
【賃　　金】経験２年以上　月給226,200円

※未経験者及び経験２年未満の方
の賃金は本会規定による。

　　　　　　通勤手当、賞与
【福利厚生】社会保険・雇用保険加入
【資　　格】満65歳未満、要普通運転免許、　
　　　　　　介護支援専門員

　加美町社会福祉協議会のスタッフとして、一緒に働いてくれる方を募集しています。応募される
方は、希望の勤務先（※複数エントリー可）職種等を明記した履歴書、資格者証の写し等を持参の上、
加美町社協本部（加美町字町裏320番地・電話63－2547）までお申込みください。

この広報紙は、共同募金の配分金により発行しています。

第１回福祉のつどいのお知らせ第１回福祉のつどいのお知らせ第１回福祉のつどいのお知らせ

　地域福祉活動のより一層の推進を図ることを目的として、第１回加美町福祉のつどいを下記のと
おり開催いたします。
　今回は、仙台白百合女子大学より志水田鶴子先生をお招きし、『地域共生社会』についてお話をい
ただくほか、福祉作文・ポスターコンクールの表彰式も行います。
　どなたでもご自由に参加いただけますので、皆様お誘いあわせの上、ぜひお越しください。

◆日　　時：令和元年11月10日㈰、午前10時開会
　　　　　　（入場無料）
◆場　　所：宮崎福祉センター・ホール
◆大会内容：•講演『この町で暮らし続けるために』
　　　　　　　　講師：仙台白百合女子大学　人間学部

志水 田鶴子 准教授
　　　　　　•福祉作文・ポスターコンクール表彰と入選作文朗読

※選考（書類選考、面接等）は受付順に随時行い、採用が決まり次第募集を打ち切ります。


